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■問
（市）

財
政
課

平成３０年度予算の規模

平成３０年度の主な事業（一般会計）

平成３０年度予算の内訳（一般会計） 　
平
成
３０
年
度
は
、「
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
三
木
」
の
創
造
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の

年
で
す
。

　
今
年
度
予
算
は
「
三
木
創
生
へ
の
５
つ
の
基

本
方
針
」
に
基
づ
く
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
予
算
と
し
て
い
ま

す
。

その他
（公共施設の使用料など）
22億円

市税
（市民税・
固定資産税など）
　　　111億円

扶助費
（保育・児童手当・
生活保護・障がい
福祉など）
　　　69億円

物件費
（委託料・消耗品・
光熱水費・賃金など）
56億円

地方交付税・
地方消費税交付金など
74億円

国・県から
の補助金
60億円

公債費
（借金）
32億円

人件費
45億円

補助費等
（各種団体への
助成金など）
42億円

公債費
（借金の返済）
37億円

繰出金
（医療保険や介護
保険などの運営費）
32億円

投資的経費
（道路や学校などの整備）
23億円

その他12億円

貯金の取り崩し
12億円

ゴルフ場利用税
交付金5億円

【歳出】

316億円
【歳入】

316億円

国民健康保険

介護保険

農業共済事業

後期高齢者医療事業

学校給食事業

３１６億１，０００万円

１００億　４００万円

６９億７，３００万円

９，８００万円

１１億８，４００万円

２億８，９００万円

３０８億８，０００万円

１１８億８，２００万円

６７億２，６００万円

７，７００万円

１１億３，８００万円

３億　３００万円

７億３，０００万円

△１８億７，８００万円

２億４，７００万円

２，１００万円

４，６００万円

△１，４００万円

２．４％

△１５．８％

３．７％

２７．３％

４．０％

△４．６％

増減率
（Ａ／Ｂ）

増減額
（Ａ－Ｂ）

平成２９年度
当初予算
（Ｂ）

対前年度比

区　　　分

一　般　会　計

平成３０年度
当初予算
（Ａ）

特
別
会
計

平
成
３０
年
度
当
初
予
算
の
概
要

〜
「
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
三
木
」
の
創
造
に
向
け
て
〜

教育環境の整備・充実1

■新 新規事業　 ■拡 拡充事業　 ■継 継続事業

平成３０年度の主な事業について、「三木創生への5つの基本方針」に沿って紹介します。

■新 文化会館の改修・・・・・・・・・・・・・ 2億9,060万円

文化会館大ホールの舞台照明装置の更新やトイレの洋式化

■新 学校施設「長寿命化計画」の策定・・・・・・・2,330万円

老朽化する校舎の改修計画を策定

■新 情報教育設備の更新・・・・・・・・・・・・・2,163万円

■拡 特別な支援が必要な子どもたちの指導補助員を増員

　　　　　　　　 　　　・・・・・・・・・・・・7,470万円

■継 小学１年生からの「話せる英語教育」を推進・・5,369万円

幹
部
慰
労
会
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
　
一
連
の
不
祥
事
の
お
詫
び

　
こ
の
た
び
、
平
成
３０
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
示

し
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
、
前
市
長
主
催
の

幹
部
慰
労
会
問
題
に
関
す
る
一
連
の
不
祥
事
に
つ
い
て
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
報
告
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
処
分
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

任
命
権
者
の
恣
意
的
な
判
断
を
排
除
し
、
厳
正
か
つ
公

正
な
処
分
と
す
る
た
め
、
大
学
教
授
１
名
と
弁
護
士
２

名
を
含
む
市
の
第
三
者
機
関
で
あ
る
三
木
市
職
員
賞
罰

審
査
委
員
会
に
処
分
の
内
容
の
審
査
を
求
め
ま
し
た
。

委
員
会
は
計
６
回
開
催
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
を
重
ね

て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
任
命
権
者
で
あ
る

市
長
と
し
て
、
３
月
１２
日
に
関
係
部
長
級
職
員
７
人
全

員
を
「
戒
告
」
の
懲
戒
処
分
と
い
た
し
ま
し
た
。
更
に

は
、
３
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
市
民
公
開
の

議
場
で
謝
罪
を
さ
せ
、
真
の
反
省
を
促
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
関
係
職
員
に
つ
い
て
は
、
置
か
れ
た
立
場
と

職
責
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
職
務
に
ま
い
進
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
地
道
な
信
頼
回
復
を
図
る

こ
と
が
、
汚
名
返
上
の
唯
一
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
二
度
と
起
こ
さ

ぬ
よ
う
、
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
こ
れ
を
契
機
に
、
風
通
し
が
良
く
こ
れ
ま
で
急

激
な
職
員
の
減
少
で
弱
体
化
し
た
市
役
所
の
組
織
の
立

て
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
３０
年
５
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　

【参考】基金（貯金）残高54億円、市債（借金）残高395億円　※いずれも平成29年度末見込み
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